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牲
8
一
葺
答
巴
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一
　
マ
ス
　
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
集
団
へ
の
暴
力
）

　
テ
ロ
の
被
害
を
受
け
る
可
能
性
は
、
今
で
は
世
界
中
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
自
爆
テ
ロ
事
件
な
ど
が

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
中
で
、
テ
ロ
の
被
害
者
の
そ
の
後
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
あ
る
地
域
で
、
あ
る
集
会
で
、
爆
弾
が
破
裂
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
り
、
負
傷
し
た
り
し
た
人
だ
け
で

な
く
、
そ
の
家
族
や
目
撃
者
に
も
、
ま
た
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
も
大
き
な
打
撃
が
加
わ
る
。
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こ
の
よ
う
な
集
団
に
対
す
る
ト
ラ
ウ
マ
に
関
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
災
害
の
被
害
者
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

現
在
で
は
、
テ
ロ
を
典
型
と
す
る
よ
う
な
人
為
的
に
く
わ
え
ら
れ
る
集
団
へ
の
暴
カ
ー
マ
ス
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
ー
も
、
一
つ
の

研
究
領
域
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
き
っ
か

け
と
し
て
こ
の
分
野
の
研
究
が
急
激
に
増
加
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
、
米
国
で
は
一
九
九
五
年
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
連
邦
ビ
ル
爆
破
事

件
の
経
験
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
被
害
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
深
刻
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
た
。

支
援
も
行
わ
れ
、
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
同
時
多
発
テ
ロ
で
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
事
件
の
一
〇
倍
以
上
の
死
者
が
出
て
お

り
、
ま
た
米
国
の
中
心
で
こ
の
よ
う
な
事
件
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
社
会
も
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
重
大
な
関
心
を
払
っ
て

き
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
は
災
害
な
ど
の
被
害
後
の
疫
学
的
研
究
の
成
果
、
そ
の
蓄
積
の
上
に
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
の
被
害
者
研
究
で
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
爆
弾
テ
ロ
の
被
害
者
に
関
す
る
研
究
、
日
本
の
研
究
も
含
め
た
知
見
に

基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
介
入
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
の
主
要
部
分
は
、
筆
者
が
主
任
研
究

者
と
し
て
報
告
し
た
平
成
二
二
年
度
厚
生
科
学
研
究
費
補
助
金
（
厚
生
科
学
特
別
研
究
事
業
）
「
海
外
で
の
災
害
・
テ
ロ
の
被
災
者
の

精
神
的
支
援
及
び
ス
ト
レ
ス
反
応
に
関
す
る
研
究
」
に
お
け
る
「
諸
外
国
で
の
災
害
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
被
害
者
に
お
け
る
精
神
保
健
の

研
究
」
に
基
づ
き
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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二
　
災
害
被
害
の
研
究

　
災
害
時
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
疫
学
研
究
、
介
入
研
究
な
ど
現
在
で
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
災
害
は
そ
の
本
質
と
し
て
突
然
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
予
測
不
能
な
部
分
が
多
い
た
め
、
洗
練
さ
れ
た
研
究
デ
ザ
イ
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ン
を
用
い
る
の
が
難
し
い
分
野
で
も
あ
る
。
ま
た
災
害
の
被
災
は
あ
る
特
定
の
地
域
に
あ
る
特
定
の
事
象
と
し
て
生
じ
る
た
め
、
そ

の
知
見
を
一
般
化
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
、
こ
の
分

野
で
も
研
究
の
実
証
的
な
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
災
害
に
よ
っ
て
P
T
S
D
や
大
う
つ
病
が
地
域
に
普
通
よ
り
高
率
に
発
生
す
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
で
一
九
八
O
年
代
か
ら
確
か

め
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
ω
ぎ
お
ら
（
一
九
八
六
）
の
一
九
八
○
年
の
セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
噴
火
後
の
研
究
な
ど
は
、
災
害
研
究

で
は
必
ず
言
及
さ
れ
る
論
文
で
あ
る
。
著
者
ら
は
地
域
の
標
本
か
ら
う
つ
病
、
全
般
性
不
安
性
障
害
、
P
T
S
D
が
、
災
害
後
と
り

わ
け
高
度
に
ト
ラ
ウ
マ
に
曝
露
さ
れ
た
群
に
高
い
率
で
見
ら
れ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
ま
た
災
害
へ
の
曝
露
の
強
度
の
差
異
が
発
症

率
の
違
い
を
も
た
ら
す
こ
と
も
、
こ
の
研
究
も
含
め
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
死
の
恐
怖
、
実
際
の
怪
我
、
知
覚
さ
れ
た
恐
怖
感
、

重
要
な
喪
失
な
ど
は
い
ず
れ
も
結
果
に
影
響
を
与
え
る
変
数
と
し
て
繰
り
返
し
見
い
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
研
究
に
お
い
て
繰
り
返
し
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
衝
撃
に
つ
い
て
、
自
然
災

害
に
お
い
て
は
、
先
進
国
よ
り
開
発
途
上
国
で
の
被
害
の
ほ
う
が
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
Z
o
三
ω
ら

（
二
〇
〇
四
）
は
「
災
害
が
発
生
す
る
場
所
は
、
災
害
の
種
類
よ
り
も
対
象
に
与
え
る
衝
撃
の
大
き
さ
を
予
測
す
る
よ
り
強
力
な
因

子
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
の
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
災
害
を
調
査
の
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
に
生
じ

た
メ
キ
シ
コ
の
洪
水
（
四
〇
〇
人
死
亡
、
二
〇
万
人
の
家
屋
喪
失
）
で
の
P
T
S
D
発
症
率
が
構
造
化
面
接
を
使
っ
て
二
つ
の
地
域
で

調
査
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者
に
お
け
る
P
T
S
D
の
有
病
率
は
両
地
域
全
体
で
二
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
地
す
べ
り
被
害
に
よ
り
死

者
が
多
く
全
家
屋
が
住
み
替
え
る
必
要
の
あ
っ
た
山
間
地
域
の
標
本
で
は
災
害
に
関
連
す
る
P
T
S
D
発
生
率
は
四
六
％
に
達
し
て

い
る
。
こ
の
ど
ち
ら
の
値
も
、
先
進
国
に
お
い
て
調
査
さ
れ
た
同
様
の
値
よ
り
高
い
。
同
じ
く
一
九
九
九
年
八
月
、
二
月
に
発
生

し
た
ト
ル
コ
の
マ
ル
マ
ラ
地
震
（
合
わ
せ
て
八
三
二
人
死
亡
。
二
六
万
の
家
屋
損
壊
）
の
被
災
者
に
対
し
て
、
地
震
か
ら
一
四
ヵ
月
後

に
、
震
源
地
域
と
、
震
源
か
ら
一
〇
〇
㎞
離
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
お
い
て
標
本
抽
出
し
面
接
調
査
し
た
研
究
が
あ
る
。
P
T
S
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D
の
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
％
と
一
四
％
、
う
つ
病
の
率
は
一
六
％
と
八
％
と
な
っ
て
い
る
（
ω
霧
○
巴
罫
8
2
）
。
一
方
も
う
ひ
と
つ

繰
り
返
し
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
自
然
災
害
よ
り
も
人
為
災
害
の
ほ
う
が
、
ま
た
災
害
一
般
よ
り
、
故
意
の
、
集
団
に
対
し
て

の
暴
力
の
ほ
う
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ヘ
の
影
響
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
米
国
で
は
一
九
九
五
年
に
オ
ク
ラ

ホ
マ
市
に
お
い
て
連
邦
ビ
ル
が
爆
破
さ
れ
た
が
、
こ
の
被
害
者
集
団
に
お
け
る
P
T
S
D
の
発
生
率
は
非
常
に
高
い
（
2
e
浮
9

鎮
」
8
。
）
。
二
五
五
人
の
成
人
の
直
接
の
被
害
者
の
う
ち
七
一
％
を
調
査
対
象
と
し
て
六
ヵ
月
後
に
構
造
化
面
接
が
行
わ
れ
、
三

四
・
三
％
が
P
T
S
D
と
診
断
さ
れ
た
。
P
T
S
D
の
発
症
は
事
件
直
後
か
ら
と
す
る
者
が
七
六
％
を
占
め
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
は
一
九
九
五
年
六
月
か
ら
一
九
九
六
年
一
二
月
に
か
け
て
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
に
よ
る
爆
弾
テ
ロ
が
あ
り
、
一
二
人
が

死
亡
し
、
四
五
〇
人
が
テ
ロ
被
害
の
た
め
の
公
的
な
補
償
の
対
象
と
し
て
応
募
し
た
。
一
九
九
八
年
に
こ
の
う
ち
直
接
的
な
被
害
に

あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
た
人
の
八
六
％
、
一
九
六
人
を
対
象
と
し
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。
P
T
S
D
の
有
病
率
は
三
一
・
一
％
で
あ
っ

た
。
二
年
半
の
時
間
が
経
っ
て
も
P
T
S
D
の
有
病
率
は
高
く
、
女
性
、
三
五
－
五
四
歳
、
重
傷
者
、
容
貌
へ
の
障
害
が
リ
ス
ク
要

因
と
し
て
有
意
で
あ
っ
た
（
＜
①
鑛
震
象
巴
，
る
。
置
）
。

　
一
六
〇
の
標
本
、
一
〇
二
の
災
害
に
お
け
る
世
界
の
研
究
の
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
を
行
っ
た
Z
O
三
ω
（
二
〇
〇
二
）
は
P
T
S
D
発

生
の
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
変
数
を
あ
げ
て
い
る
。
災
害
以
前
の
変
数
と
し
て
、
四
五
研
究
中
四
二
研
究
が
、
女
性
で
あ

る
こ
と
を
リ
ス
ク
と
し
て
い
る
。
二
研
究
中
一
〇
の
研
究
で
低
い
社
会
経
済
的
状
況
が
リ
ス
ク
と
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
何
ら

か
の
精
神
医
学
的
症
状
が
存
在
す
る
こ
と
、
精
神
科
既
往
歴
、
性
格
特
性
、
災
害
後
の
社
会
心
理
的
資
源
も
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

高
齢
で
あ
る
こ
と
は
「
災
害
弱
者
」
の
要
因
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
デ
ー
タ
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
な
い
と
い
う
。

ま
た
過
去
一
〇
年
の
重
要
な
研
究
の
流
れ
と
し
て
、
社
会
心
理
的
資
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
保
護
の
機
能
は
、
資
源
自
体
が
災
害
の

衝
撃
を
受
け
て
脆
弱
化
す
る
の
で
、
限
定
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
こ
の
資
源
の
枯
渇
が
ま
た
災
害
後
の
症
状
に
影

響
を
与
え
る
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
　
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
被
害
と
反
応

　
上
述
の
リ
ス
ク
要
因
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
は
先
進
国
て
起
き
て
い
る
が
、
強
い
恐
怖
感
や
外
傷
的
な
喪
失
、

情
緒
的
な
衝
撃
が
あ
り
、
か
つ
故
意
に
行
わ
れ
た
暴
力
的
攻
撃
で
あ
る
点
で
、
決
し
て
影
響
が
小
さ
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
調
査

は
他
の
災
害
に
比
べ
る
と
大
規
模
な
も
の
が
素
早
く
立
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
番
早
い
調
査
と
し
て
、
調
査
会
社
に
よ
る
テ

ロ
の
三
～
五
日
後
の
電
話
調
査
が
あ
る
。
こ
の
結
果
、
全
米
で
子
ど
も
の
三
五
％
、
成
人
の
四
四
％
が
日
常
生
活
に
か
な
り
あ
る
い

は
極
め
て
困
難
を
き
た
す
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
症
状
が
最
低
ひ
と
つ
以
上
あ
る
と
し
て
い
た
（
ω
魯
霧
貯
嘆
9
鎮
』
。
2
）
。
ω
。
三
窪
鵬
震

ら
（
二
〇
〇
二
）
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
成
人
を
含
む
二
、
二
七
三
人
の
成
人
を
一
ヵ
月
後
か
ら
二
ヵ
月
後
に
調
査

し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
P
T
S
D
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
一
一
・
二
％
と
さ
れ
て
お
り
、
ワ
シ
ン

ト
ン
や
全
国
標
本
の
有
病
率
四
・
三
％
よ
り
も
有
意
に
高
か
っ
た
。

　
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
学
協
会
と
国
立
犯
罪
被
害
者
研
究
治
療
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
一
連
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

O
巴
＄
ら
（
二
〇
〇
二
）
は
無
作
為
抽
出
に
よ
る
電
話
調
査
（
協
力
率
六
四
・
三
％
）
に
よ
っ
て
、
や
は
り
一
ヶ
月
後
か
ら
二
ヵ
月
後

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
一
一
〇
9
馨
冨
9
以
南
の
居
住
者
一
、
○
○
八
人
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
。
七
・
五
％
が
現
在
P
T
S
D
の
状
態

に
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
九
・
七
％
が
現
在
う
つ
病
の
状
態
に
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
近
い
地
域

（
9
墨
一
旨
。
9
以
南
）
で
は
P
T
S
D
の
有
病
率
は
二
〇
・
○
％
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
に
発
表
さ
れ
た
、
同
様
の
、
四

ヵ
月
後
、
六
ヵ
月
後
に
行
っ
た
調
査
（
O
巴
窪
9
鎮
』
。
8
）
で
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
＝
O
誓
馨
お
9
以
南
の
テ
ロ
に
関
連
し
た
P

T
S
D
有
病
率
は
一
・
七
％
、
○
・
六
％
で
あ
っ
た
。
七
・
五
％
か
ら
の
順
調
な
減
少
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
た
ば
こ
の
喫
煙
率
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
消
費
量
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
P
T
S
D
は
た
ば
こ
の
量
と
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
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に
関
連
を
持
っ
て
お
り
、
う
つ
病
は
た
ば
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
す
べ
て
に
関
連
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
衝
撃
的
な

事
件
が
あ
る
と
、
直
後
に
は
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
か
な
り
の
人
が
P
T
S
D
症
状
を
呈
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
順
調
に
回
復
す
る
と

い
う
、
近
年
の
P
T
S
D
研
究
の
結
果
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
衝
撃
の
後
に
は
被
害
を
受
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

精
神
障
害
が
増
え
る
こ
と
も
、
災
害
被
害
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
、
精
神
障
害
の
形
を
取
ら
な
く
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
行
動
が
と
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
不
適
応
な
行
動
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
こ
の
チ
ー
ム
は
現
在
も
コ
ホ
ー
ト
研
究
継
続
中
で
あ
る
。
ま
た
調
査
中
の
攻
撃
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
五
一
名
の
P
T
S
D
有
病
率

は
三
〇
％
で
あ
り
、
前
述
し
た
オ
ク
ラ
ホ
マ
連
邦
ビ
ル
の
被
害
者
六
ヵ
月
後
の
三
四
％
、
フ
ラ
ン
ス
の
爆
破
テ
ロ
被
害
者
の
三
一
・

一
％
と
も
類
似
の
値
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
ビ
ル
崩
壊
に
際
し
て
多
く
の
消
防
士
の
殉
職
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
救
援
者
の
職
業
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
レ
ス
も
問
題
と
な
っ

た
。
男
巳
一
R
8
＝
ら
（
二
〇
〇
四
）
は
、
テ
ロ
に
際
し
て
空
港
に
投
入
さ
れ
た
災
害
要
員
と
救
急
隊
員
四
四
〇
名
と
九
〇
マ
イ
ル
離

れ
た
地
域
に
住
む
同
様
の
職
業
集
団
七
〇
〇
名
と
を
比
較
し
て
い
る
。
事
件
後
一
ヵ
月
の
時
点
で
、
急
性
ス
ト
レ
ス
障
害
の
診
断
が

つ
い
て
い
た
者
の
四
二
％
が
二
二
ヵ
月
後
P
T
S
D
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
テ
ロ
の
被
害
に
か
か
わ
っ
た
災
害
要
員
の
四
〇
・
五
％

に
何
ら
か
の
診
断
名
が
つ
い
た
。
全
体
と
し
て
二
二
ヵ
月
後
の
P
T
S
D
は
一
六
・
七
％
で
あ
り
、
対
照
群
は
一
・
九
％
で
統
計
的

に
有
意
な
差
が
あ
っ
た
。
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四
　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
テ
ロ
被
害
者
の
研
究

　
二
〇
〇
〇
年
九
月
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
は
持
続
的
な
テ
ロ
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
フ
や
銃
に
よ
る
攻
撃
、
車
か
ら
の
銃
撃
、

住
居
へ
の
侵
入
、
自
爆
テ
ロ
、
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
攻
撃
は
行
わ
れ
て
い
る
。
国
血
3
ら
（
二
〇
〇
三
）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
成
人
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全
体
を
代
表
す
る
標
本
に
よ
っ
て
テ
ロ
の
心
理
的
衝
撃
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
人
口
六
四
〇
万
人
の
う
ち
、
二
〇
〇
二
年
四
月

ま
で
の
約
一
年
半
に
、
四
七
二
名
が
死
亡
（
う
ち
三
一
八
人
が
市
民
）
し
、
三
、
八
四
六
人
（
同
二
、
八
○
八
人
）
が
負
傷
し
た
と
い

う
。
階
層
化
無
作
為
抽
出
に
よ
り
九
〇
二
世
帯
に
電
話
を
し
、
五
一
二
人
（
六
九
％
）
の
成
人
が
調
査
に
同
意
し
た
。
構
造
化
さ
れ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
で
は
、
テ
ロ
ヘ
の
曝
露
は
「
ま
っ
た
く
な
い
」
が
五
五
・
六
％
、
実
際
に
経
験
し
た
り
、
友
人
や
家
族
が

死
ん
だ
り
傷
つ
い
た
り
し
た
者
は
合
わ
せ
る
と
三
分
の
一
に
上
る
。
P
T
S
D
の
診
断
基
準
に
当
て
は
ま
る
と
答
え
た
者
は
九
・
四

％
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
一
～
二
ヵ
月
後
の
結
果
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
は
長
期
間

に
わ
た
っ
て
様
々
な
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
体
験
を
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
P
T
S
D
の

上
昇
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
直
接
に
被
害
を
受
け
た
者
の
割
合
は
一
六
・
四
％
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
の
P
T
S
D
有
病

率
は
か
な
り
高
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
、
安
全
感
の
低
さ
、
安
定
剤
の
使
用
等
が
P
T
S
D
症
状
と
関
連
を
も
っ
て
い
た

が
、
曝
露
の
レ
ベ
ル
や
客
観
的
な
危
険
は
関
連
が
な
か
っ
た
。
全
体
と
し
て
影
響
は
中
程
度
と
考
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
結
果
だ
け
で
は
、
米
国
の
デ
ー
タ
と
正
確
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
著
者
は
「
こ
の
こ
と
は
二
つ
の
解
釈
が
可
能

で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
テ
ロ
を
経
験
し
た
人
た
ち
は
自
分
の
苦
痛
を
過
小
評
価
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も

う
ひ
と
つ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
国
民
全
体
に
ト
ラ
ウ
マ
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
都
市
部
に
住
ん
で

い
て
も
、
農
村
部
に
住
ん
で
い
て
も
、
ア
ラ
ブ
系
で
も
ユ
ダ
ヤ
系
で
も
症
状
数
に
は
差
が
な
く
、
教
育
歴
も
差
を
及
ぽ
さ
な
い
と
い

う
結
果
は
後
者
を
支
持
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
八
二
・
二
％
が
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
楽
観
的
に
考
え
て

い
る
と
答
え
、
六
六
・
二
％
が
国
の
将
来
に
つ
い
て
楽
観
的
に
考
え
て
い
る
と
答
え
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
、
米
軍
と
同
じ
く
、
認

知
行
動
療
法
を
使
っ
た
積
極
的
な
P
T
S
D
治
療
に
も
乗
り
だ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
慢
性
的
な
危
険
の
存
在
か
ら
人
は
ど
の
よ

う
に
影
響
を
受
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研
究
は
今
後
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

381



法学研究80巻12号（2007：12）

五
　
日
本
に
お
け
る
集
団
へ
の
暴
力
被
害
の
研
究

　
日
本
に
お
け
る
集
団
へ
の
暴
力
被
害
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
事
件
は
化
学
物
質
を
使
っ
て
先
進
国
の
中
心
地
で
起
こ
さ
れ
た
テ
ロ
事
件
と
し
て
、
世
界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
も
な
っ
て
い

る
。
被
害
者
に
つ
い
て
の
研
究
は
一
九
九
五
年
の
発
生
以
来
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
五
研
究
（
警
察
庁
犯
罪
被
害

者
対
策
室
他
、
二
〇
〇
二
、
大
渓
ら
、
二
〇
〇
三
、
O
『
＄
巳
簿
巴
。
る
。
2
、
清
水
ら
、
二
〇
〇
二
、
↓
o
魯
喧
。
3
一
。
る
。
8
）
が
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
被
害
者
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
研
究
は
同
じ
調
査
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。
○
耳
餌
三
ら
（
二
〇
〇
四
）

は
五
年
後
の
追
跡
に
よ
り
、
三
四
名
の
被
害
者
中
に
二
名
の
P
T
S
D
の
既
往
な
い
し
現
在
症
を
認
め
、
P
T
S
D
以
外
の
非
特

異
的
精
神
症
状
を
認
め
た
と
し
て
い
る
。
↓
O
o
鼠
讐
ら
（
二
〇
〇
二
）
は
、
前
者
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
集
団
に
対
し
て
P
T
S
D

と
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
尿
酸
、
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
値
の
関
連
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
が
前
二
者
に
は
有
意
な
関
連
は
見
ら

れ
ず
、
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
値
に
は
有
意
な
減
少
が
見
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
警
察
庁
犯
罪
被
害
者
対
策
室
お
よ
び
科
学
警
察
研

究
所
に
よ
る
被
害
者
調
査
（
警
察
庁
犯
罪
被
害
者
対
策
室
他
、
二
〇
〇
二
）
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
が
身
体
症
状
、
目
の
症
状
な

ど
が
継
続
し
、
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
渓
ら
（
二
〇
〇
三
）
は
郵
送
に
よ
る
二
五
名
の
心
身
の
症
状
に
関
す

る
調
査
を
行
っ
た
。
一
丸
ら
（
二
〇
〇
一
）
の
研
究
は
一
九
九
八
年
に
起
こ
っ
た
小
学
生
の
殺
人
事
件
後
の
心
理
的
支
援
活
動
の
一

環
と
し
て
描
画
法
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。

　
ま
た
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
関
し
て
は
在
留
邦
人
が
被
害
者
に
含
ま
れ
て
い
る
。
死
亡
者
は
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て

い
た
会
社
員
で
あ
る
が
、
そ
の
家
族
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
付
近
に
家
や
仕
事
を
持
つ
も
の
に
も
影
響
は
広
が
っ
て

い
る
。
邦
人
被
害
者
に
関
す
る
報
告
が
複
数
あ
り
（
斉
藤
ら
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
a
、
二
〇
〇
五
b
）
、
斉
藤
ら
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
の
児
童
、
両
親
に
つ
い
て
の
事
件
か
ら
三
ヵ
月
後
の
I
E
S
l
R
等
の
質
問
紙
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
両
親
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の
群
で
は
I
E
S
I
R
の
得
点
が
二
五
点
以
上
の
者
の
比
率
は
約
一
割
で
あ
る
。

徒
で
は
二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

低
学
年
児
童
で
は
三
八
・
二
％
、
高
学
年
児
童
生

六
　
介
入
の
指
針
－
冨
旨
ぎ
一
〇
讐
8
一
騨
馨
巴
α
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以
上
の
よ
う
な
知
見
に
基
づ
く
と
し
た
ら
、
集
団
へ
の
暴
力
の
被
害
者
に
関
し
て
は
精
神
保
健
的
見
地
か
ら
ど
の
よ
う
な
介
入
を

行
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
災
害
被
害
者
へ
の
早
期
介
入
研
究
は
、
最
も
実
際
的
な
領
域
で
あ
る
が
、
議
論
が
多
い
領
域
で
も
あ
る
。

　
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
こ
の
領
域
で
は
「
心
理
的
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
」
が
早
期
介
入
の
定
番
で
あ
っ
た
。
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

は
、
当
初
は
消
防
士
の
精
神
的
な
ケ
ア
、
予
防
を
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
、
一
九
八
三
年
に
家
一
言
冨
＝
ら
に
よ
っ
て
C
I
S
D

（
9
三
8
＝
目
一
繕
艮
誓
お
。
。
。
D
U
3
『
一
魯
轟
）
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
。
C
I
S
D
は
当
初
は
消
防
士
な
ど
に
適
用
さ
れ
、
多
く
の
一

般
被
災
者
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
、
少
な
く
と
も
個
人
に
対
し
て
は
、
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
有
効
で
な
い
と
い
う
結
果

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
勾
o
ω
Φ
（
］
九
九
九
）
ら
は
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
被
験
者
一
〇
〇
人
前
後
を
心
理
教
育
と
デ
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
と
心
理
教
育
を
併
用
し
た
群
に
無
作
為
に
割
り
付
け
六
ヵ
月
後
、
一
ヵ
月
後
の
結
果
を
検
討
し
た
が
、
両
群
に
有
意
な
差

は
な
か
っ
た
。
ま
た
匡
塁
2
ら
（
二
〇
〇
〇
）
は
交
通
事
故
の
被
害
者
に
対
し
て
同
様
の
無
作
為
割
り
付
け
を
行
い
三
年
間
追
跡

し
た
が
、
有
意
な
差
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
乗
り
物
恐
怖
や
日
常
生
活
の
機
能
な
ど
で
実
験
群
の
ほ
う
が
有
意
に
悪
い
結
果
を
示

し
て
い
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
同
時
多
発
テ
ロ
で
は
、
国
際
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
学
会
や
退
役
軍
人
局
国
立
P
T

S
D
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
事
実
を
述
べ
て
、
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
勧
め
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
の
研
究
も
受
け
て
、
現
在
で
は
、
テ
ロ
や
災
害
後
の
集
団
へ
の
介
入
に
は
o
亀
魯
o
δ
讐
。
巴
呼
馨
讐
α
と
い
う
概
念
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
退
役
軍
人
局
の
国
立
P
T
S
D
セ
ン
タ
ー
や
米
国
健
康
福
祉
局
な
ど
は
、
℃
薯
9
0
一
〇
讐

383



法学研究8Q巻12号（2007二12）

。
巴
爵
雪
巴
山
に
つ
い
て
の
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
て
い
る
（
Z
O
↓
ω
Z
俸
Z
O
℃
↓
ω
戸
8
。
9
¢
。
o
o
’
∪
8
巽
旨
。
昌
亀

＝
8
喜
き
α
＝
q
日
き
留
三
。
。
ω
る
。
。
㎝
）
。
後
者
に
よ
れ
ば
冨
旨
ぎ
δ
讐
8
三
お
3
こ
は
以
下
の
よ
う
な
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
さ

れ
る
。

◆
集
団
的
な
暴
力
犯
罪
の
結
果
を
目
撃
し
て
影
響
を
受
け
な
い
者
は
い
な
い
。

◆
集
団
へ
の
暴
力
と
テ
ロ
は
人
間
に
二
種
類
の
影
響
、
個
人
的
な
影
響
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
影
響
を
与
え
る
。

◆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
犯
罪
被
害
者
支
援
、
そ
の
ほ
か
の
人
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
象
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ

れ
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
化
に
対
応
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。

◆
ほ
と
ん
ど
の
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
や
悲
嘆
反
応
は
異
常
な
環
境
に
対
す
る
正
常
な
反
応
で
あ
り
、
長
期
的
に
心
理

的
困
難
を
抱
え
る
人
は
少
数
で
あ
る
。

◆
ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
、
家
族
は
積
極
的
、
純
粋
な
関
心
を
寄
せ
る
が
、
何
人
か
は
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
拒
否
す
る
。

◆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
支
援
は
厳
し
い
現
実
に
直
面
す
る
被
害
者
の
状
況
に
応
じ
、
実
際
的
、
柔
軟
で
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
な

り
被
害
者
の
二
ー
ズ
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
介
入
に
あ
た
っ
て
害
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

◆
救
急
サ
ー
ビ
ス
、
警
察
、
検
死
担
当
者
、
刑
事
司
法
機
関
は
被
害
者
を
混
乱
さ
せ
た
り
、
苦
痛
を
与
え
た
り
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
明
確
で
、
配
慮
の
行
き
届
い
た
説
明
が
役
に
立
つ
。

◆
家
族
や
友
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
支
援
は
、
被
害
者
・
家
族
が
ト
ラ
ウ
マ
や
喪
失
に
対
応
し
て
い
く
の
に
役
に
立
つ
。

　
一
見
常
識
的
な
こ
と
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
項
目
の
ど
れ
も
が
、
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
実
証
的
研
究
に
基
づ
い
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
支
援
者
が
行
う
べ
き
こ
と
が
状
況
に
応
じ
て
実
践
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
ロ
や
自
然
災
害
の
被
害
に
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
も
含
め
た
支
援
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
災
害
や
集
団
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へ
の
暴
力
被
害
の
研
究
の
結
果
は
直
接
、
現
実
に
結
び
付
く
。
被
害
者
へ
の
心
理
的
支
援
の
研
究
に
も
経
済
状
況
や
文
化
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
な
ど
の
問
題
が
変
数
と
し
て
、
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
国
で
は
、
二
〇
〇
一
年
以
後
、
集
団
へ
の
暴
力
被
害

の
対
策
は
国
家
の
間
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ

う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
国
の
機
関
に
よ
っ
て
作
ら
れ
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

　
日
本
で
も
、
現
在
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
よ
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進
会
議
に
お
け
る
取
り
ま
と
め

（
平
成
一
九
年
二
月
現
在
）
に
、
テ
ロ
被
害
に
対
す
る
包
括
的
対
策
の
必
要
性
が
一
項
目
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
国
家
ま
た
は
社
会

に
対
す
る
テ
ロ
行
為
に
よ
り
無
差
別
大
量
の
死
傷
者
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
国
は
、
迅
速
に
、
当
該
テ
ロ
事
件
を
指
定
し
て
特
別
措

置
法
を
制
定
す
る
な
ど
に
よ
り
、
当
該
テ
ロ
事
件
に
対
す
る
国
の
対
処
方
針
を
決
定
し
、
そ
の
な
か
で
、
被
害
者
等
に
対
す
る
医
療
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
早
期
支
援
の
実
施
を
定
め
る
と
と
も
に
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に
基
づ
く
基
金
を
設
置
す
る
な
ど
に
よ

り
、
事
案
に
即
し
た
被
害
者
等
の
経
済
的
救
済
を
図
る
措
置
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
関
心
は
持
た
れ
て

お
り
、
支
援
が
必
要
な
こ
と
も
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
お
い
て
、
我
が
国
に
お
い
て
何
を
な
す
べ
き
か
、
何
が

実
施
可
能
な
の
か
、
ど
ち
ら
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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